
初期臨床研修に
向けて

循環器内科学講座 関根虎之介



自己紹介

•名前：関根 虎之介

•所属：循環器内科

•出身地：福島県福島市

•出身大学：福島県立医科大学

•部活：剣道部

•初期研修：白河厚生総合病院



初期研修で身に着ける
最低限のこととは？



初期研修で身に着ける最低限のこと。

緊急時に初期対応をして、

適材適所にバトンパスできる
力。



•身体診察の仕方

•必要な検査の選択

•アセスメントに必要な手技

•必要な輸液の選択

•必要な薬剤の選択

•適切な抗菌薬の選択

Etc...



初期研修選択で
重要なこと



•1人で成長するには限界がある

•良い指導者がいるところ

•事務さんのサポートが得られや
すいところ

•1年上の研修医の面子



•○○科が強い弱いはさほど重要ではない

•1つの科を研修するのは１～２か月

•一番成長できる場は救急外来



実際の私の初期
研修選び



ずっと福島で生活していたの
だから違う環境に行きたい！

→福島県外の病院を探そう！



• 4年生の7月レジナビに参加し、病院探しを行う

• 4年の3月病院見学を開始する。

•首都圏の病院ばかり７，８つくらい見学。

•よさそうな病院はあるがいまいちしっくり来ない。

• 5年の11月福島県内の臨床研修病院合同説明会に参加

•白河厚生総合病院を知る



総合診療科



白河厚生総合病院での初期研修



福島県内他病院研修



福島県内は研修
しやすい環境



学習者としての意識

•「お客さん」にも「雑務係」にも陥らない工夫

•確かな目的意識

•積極性のアピール

•指導医との上手な付き合い方

•「雑務」の効率化



結論

•どこの初期研修先でも自分を成長させる要素はたくさんある。

•いかに主体的にそのチャンスをつかみに行くかどうか

•最終的には自分次第！

•福島県内は首都圏ほど研修医同士の症例の取り合いはない

•下を育てていこうという風潮にあり経験を積みやすい環境


